
高度な医療技術を必要とする場合の病院間の連携例 カーラーの救命曲線

before after

命を守る！

岐阜大学医学部附属病院は、岐阜県で唯一のドクター
ヘリを保有する病院であり、救急医療の『最後の砦』

東海環状自動車道の整備により、交通アクセスが向上
し時間圏域も拡大するため、病院間の連携が円滑化

救命救急は治療開始までの60分間が救命率を左右す
るため、搬送時間短縮により高度救急医療を支援

高度救急医療を支援！
岐阜大学医学部附属病院

■岐阜大学医学部附属病院の時間圏域拡大エリア

○心臓停止、呼吸停止、大量出血の経過時間と死亡率の目安

東環未整備時の30分圏域

東環整備後の30分圏域拡大エリア

HH ヘリポートのある第3次救急医療機関

東環未整備時の60分圏域

東環整備後の60分圏域拡大エリア

道路センサス(2010)昼間平均旅⾏速度より算出（⻄回りは70km/hで試算）

治療開始までの60分間
救命のゴールデンアワー

医療機関
（救命救急センター等）

救急車で派遣ドクター
が治療しながら患者を
速やかに「転院搬送」

ドクターヘリにより
ドクターを緊急派遣

派遣したドクターが
患者を緊急治療

東海環状でスムーズに搬送
岐阜大学医学部附属病院
高度救命救急センター

写真︓岐⾩県HP

○岐阜県唯一のドクターヘリ

東海環状自動車道
（仮称）岐阜IC予定地至 養老JCT

至 美濃関JCT

中濃厚生病院

岐阜大学医学部
附属病院

岐阜県総合
医療センター

大垣市民病院
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岐阜県唯一の
高度救命救急センター

岐阜県立
多治見病院


